
様式 Ｃ－７２－１ 
 
 
 
 
 

課題番号：   23HT0145 

プログラム名： 地震に強い建物を模型とシミュレーションで体験しよう！ 
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開催日 受講対象者 

交付申請書に

記載した 

募集人数 

当日の 

参加者数 

令和 5年 8月 8日 

☐小学校 5年生  ☐小学校 6年生  

■中学校 1年生  ■中学校 2年生  ■中学校 3年生 

■高校 1年生    ■高校 2年生    ■高校 3年生 

１５人 １２人 

実施場所 兵庫県立大学 神戸防災キャンパス（人と防災未来センター 東館 4階） 

プログラムの目的 

協創的構造設計法による新しい設計支援システムでは，構造設計のさまざまな場面（フェーズ）に

おける 構造設計者の意思決定を真の意味で支援し，構造設計される架構のいっそうの高性能化をはか

るための「協創的構造設計法」を構築することを最終目的としている。 

設計者（つまり人）がどのように考え、地震に強い建物を設計しているのかを、まずは講義で学び、

次に受講生自身が手を動かし模型を作成することにより体験し、その後、シミュレーションにより力

の流れの可視化の重要性を知り、世の中に建っている建築物がなぜ地震に耐えるのかについて学習す

る、体験型かつ双方向のとても魅力あるプログラムである。 



プログラムの実施の概要 

＜受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプロ

グラムを留意、工夫した点＞ 

 書き込みのできる当日資料を配付し、受講生自らが手を動かしメモをとり作業できるようにした。

講義（座学）と体験型講義（建物の揺れを観察しよう）、模型作成の実習および手計算による地震後の

建物被害調査（木造住宅）とコンピュータを使用した実習と、研究背景の理論解説からそれらの実践

まで受講生が体験、かつ自分で考えることのできる幅広いプログラムとした。 

 

＜当日のスケジュール＞ 

9：40～10：00 受付（人と防災未来センター東館 4Ｆ）大教室前 

10：00～10：15 開講式（あいさつ、オリエンテーション、科研費の説明）大教室 

10：15～10：35 講義「地震に耐える建築」大教室 

10：35～10：45 休憩（10 分間） 

10：45～12：20 体験型講義「建物の揺れを観察しよう」大教室 

12：30～13：30 昼食・休憩 1 階食堂 

13：30～15：00 実習①模型作成「強い骨組みを模型で作ってみよう」大教室 

15：00～15：10 休憩（10 分間） 

15：10～16：20 実習②「地震後の建物被害調査」中教室 

16：20～16：40 クッキータイム・ディスカッション 大教室 

16：40～17：00 修了式（アンケート記入・未来博士号授与）大教室 

17：00 終了・解散 

 

＜実施の様子＞ 

 開講式において、オリエンテーションとして科研費の説明を実施した（写真 1）。講義では、受講生

は「地震に耐える建築」を学び、地震力を受けたときの力の流れや耐え方を体で体感し学習した（写

真 2）。体験型講義では、建物の揺れ方を建築模型から学習してもらった（写真 3）。その後、震動台実

験の観察（写真 4）をしてもらった。お昼休みは食事を参加者と教員らとで一緒に食べながら午前の部

を振り返った（写真 5）。午後からの実習①では、まず講義で解説を受け（写真 6）、その後受講生自身

が実際に手を動かし、模型作成とその耐力実験を実施した（写真 7・8）。実習②では、木造住宅を対象

に「建物被害認定調査（第 1次調査）」について解説した（写真 9）。その後、手計算によりその手順に

ついて実践してもらった（写真 10）。クッキータイムディスカッションではお菓子を食べながら、今日

一日に学んだ事や実践したこと等を振り返った（写真 11）。修了式では、受講生一人一人に代表者（永

野康行）から修了証書を手渡した（写真 12）。最後に集合写真を撮影した（写真 13）。 

 

   
      写真 1 科研費の説明       写真 2 講義 地震に耐える建築（地震力を体感） 



 

   
写真 3 体験型講義 建物の揺れを観察       写真 4 震動台実験の観察 

 

   
写真 5 昼食（午前を振り返りながら）   写真 6 実習①解説（骨組みで「梁」を作る） 

 

   
写真 7 実習①模型作成 （グループ毎）     写真 8 実習①梁耐力の確認実験 

 

   
写真 9 実習②建物被害認定調査の解説     写真 10 実習②建物被害認定調査の計算 

 



 

   
写真 11 クッキータイムディスカッション     写真 12 一人一人へ修了証書授与 

 

 
写真 13 修了証授与後の集合写真 

 

＜事務局との協力体制＞ 

2023 年 6月 2日実施代表者（永野）は、神戸防災キャンパス総務学務課長の下山義裕氏とともに兵

庫県教育委員会事務局教育企画課を訪問し（対応者：教育企画班長 美馬恵司氏、指導主事 川嵜冬

聖氏）、県立高校の校長宛に案内の配布（各高校宛ボックスを利用）を行った。6月 13日には大阪科学・

大学記者クラブ、兵庫県政記者クラブ宛に記者発表（資料配付）も実施した。 

兵庫県立大学ダイバーシティ推進室から２名のコーディネーターにも参加してもらい、事務補助の

協力を得た。兵庫県立大学の広報担当者にも参加してもらい、大学のインスタグラム等のＳＮＳ記事

作成の協力を得た。 

 

＜広報活動＞ 

 実施代表者（永野）は、図 1のポスターを作成し、兵庫県内の高等学校を中心に参加の呼びかけを

行った。また「兵庫県立大学とマスコミ関係者との懇談会」（7月 24日）マスコミ関係者への広報を実

施した。当日（8月 8日）午前中ＮＨＫ神戸の取材を受け、当日夕方の Live Love ひょうごで放送され

た（PM6:49～6:51）。その内容は、ＮＨＫ兵庫 NEWS WEB に掲載された（図 2）。 

 

 

 



 

 

   

      図 1 ポスター            図 2 ＮＨＫ兵庫 NEWS WEB から引用 
 

＜安全配慮＞ 

 受講生、実施代表者、実施協力者、全員が傷害保険に加入した。模型作成の実習では、テーブルご

とに実施協力者である大学院生・大学生をつけ、受講生は「やけど」をしないように軍手着用の上、

必要に応じて保護めがねを受講生に着用してもらうなど、模型作成時に怪我をしないよう留意するよ

う指導と当日の監督・見回りを実践した。その結果、無事故でプログラムを終えられた。 

 

＜今後の発展性、課題＞ 

 本プログラムとして、6回目のひらめき☆ときめきサイエンスプログラムでの実施であった。今回は

前回（令和 3年度）に引き続き、神戸大学大学院工学研究科建築学専攻・教授の向井洋一先生（震動

台実験）、准教授の水島靖典先生（模型実験）、新しく助教の鍋島国彦先生（実験補助）、学内からは環

境人間学部・准教授の荘所直哉先生（実験補助）、ダイバーシティ推進室コーディネーターの浜名浩昭

氏（事務補助）と青木美紀子氏（事務補助）、経営企画部経営戦略課の本郷絵梨香氏（広報）にそれぞ

れ、実施協力していただいた。実施代表者自身の科研費における独創的・先駆的な学術研究の一端を

紹介、参加者に体験をしてもらえ、受講生の自発的で積極的な活動も促す事ができた（アンケート自

由記述から把握できている）。今後はより一層、中学生と高校生のそれぞれの理解状況をふまえた、受

講生に研究成果をわかりやすく伝えるように心がけたい。何よりも、科学の面白さを味わってもらえ

るプログラム構築とその実践について考えていきたい。 

 募集人数に対して、歩留まりを考慮して参加予定者を決めておくのが難しい。今年度は直前のキャ

ンセルと当日まで連絡のない欠席者がいたため、募集人数に対して「－３名」の当日の参加者となっ

た。今年度は早めに定員に達したため、１ヶ月以上先の予定に対して不明瞭な参加者が多かったのか

もしれない。直前の体調不良を理由に欠席した参加予定者も複数見受けられた（コロナかどうかは不

明）。適切な人数で実施できるよう、こちらも工夫していきたい。 

 


